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研究成果の概要（和文）：本研究は、幼児期から児童期中期における他者理解について、幼児・児童が、家庭・園・学
校場面等の社会的場面において、特に、自他の感情にどのように言及し、やりとりを行っているかに焦点を当て、観察
及び分析を行った。検討内容は以下の3点であった。（１）学童を含む家族の感情会話について、会話メンバーの違い
によって生じるコミュニケーションの内容の違いや多様性に着目し、分析を行った。（２）感情が語られる仲間遊びの
文脈が年齢段階によってどのように変化していくかについて分析した。（３）低・高学年児童が葛藤状況での話し合い
において、ネガティブな感情を含む意見をどのように述べ、やりとりを行っているかについて分析した。

研究成果の概要（英文）：This study investigates the developmental processes of social understanding in ear
ly and middle childhood by focusing on social communication and discourse. In this study, naturally occurr
ing emotional states verbal expressions as part of close relationships with parents, siblings, and friends
 from unstructured observations were gathered. In the research, we focused on:(1) family conversations at 
dinnertime, where family members discussed positive and negative emotions regarding practical differences 
and diversity;(2) practical aspects of peer play, which were rich with utterances indicative of internal e
motional states;(3) the manner children spoke and interacted with classmates as well as the regulation of 
negative emotions during conflicts.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
(1)幼児期から児童期中期の社会的文脈にお
ける他者理解の検討の重要性：これまで、幼
児の他者理解は実験的な検討(J.Piaget; 
H.Wimmer & J.Perner；子安、等)を中心に知
見が積み上げられてきた。特に、1980 年代以
降はいわゆる「心の理論」に関わる研究領域
がその中心的な役割を担い、概ね 4歳ごろを
境に幼児の他者理解能力が高まること、さら
には、児童期中期にかけて、2 次的信念の理
解が可能になることが示されてきた(Wimmer 
& Perner,1983;Perner & Wimmer,1985; 子
安,1997a,1997c,1998,等)。一方、そうした
大きな変化が起こる4歳頃から児童期中期に
かけて、他者理解能力がどのように発達して
いくかという連続性の観点や、実験状況では
なく、日常性の文脈において、そうした理解
に関わるものとしての身近な他者との社会
的相互作用がどのようになされているか、と
いう観点をふまえた検討はまだ十分に多い
とはいえない。 
 
(2)自他の内的状態への言及を含む日常的な
コミュニケーションの検討の重要性：上記
(1)とも関連し、日常文脈における幼児の人
の内的状態についての言及が2歳頃から始ま
ることや、それらの言及と他者理解との関連
が 指 摘 さ れ て き た  (Bretherton & 
Beeghly,1982;Shatz,Wellman & Silber,1983
など)。近年では、そのうち、特に「感情」
についての言及やそうした言及を含む他者
との社会的コミュニケーションが他者理解
における重要な基礎となることが今一度強
調されている(Lagattuta＆Wellman, 2002；
Dunn & Brophy,2005）。しかし、こうした日
常文脈における「感情」等の内的状態につい
ての言及を含むコミュニケーションに焦点
化した研究は、幼児期の検討が未だ中心であ
り、社会的関係や社会的認知能力にも大きな
変化がみられるとされる4歳前後以降から児
童期にかけて検討した研究は非常に少ない。 
 
(3)他者理解における言語的な側面の重要
性：「心の理論」研究では、他者の行動の背
後に心的なものを想定したり、心的なものを
勘案して他者の行動を予測することが他者
の心の理解の指標となることが示されてき
た。このことは物語の中の主人公の行為やそ
の背景となる心的状態への子どもの言及を
通して幼児・児童期の他者理解を検討できる
可能性を示している。こうした点はこれまで
物語理解研究の領域（内田,1990,等）で部分
的・間接的には検討されてきたものの、他者
理解の研究領域において焦点化された検討
はあまり進められていない。近年では他者理
解と言語発達の関連の重要性を改めて強調
す る 見 解 も み ら れ て き て お り
（Astington,1999,2005;内藤,2007）、子ども
の他者理解の発達について、幼児期から児童
期へのつながりを視野に入れ、言語的な側面

および社会的相互作用の観点をふまえて調
べることは極めて重要であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究の大きな目的は『幼児期から児童期
中期にかけての他者理解の発達について、社
会的相互作用と言語的側面に着目して調べ
ること』である。具体的には、家庭での家族
間の感情会話（感情経験についての会話を含
む）や、園・小学校における幼児・児童の仲
間間の感情言及を含むやりとりについて検
討する。また、幼児間のやりとりでは、絵本
等を介した登場人物の内的状態（特に感情）
への言及を含むやりとりについても着目す
る。これらの検討をふまえ、幼児期から児童
期中期にかけての社会的文脈における他者
理解の発達過程について検討を行う。 

 
３．研究の方法 
(1)家族間の感情会話におけるやりとりにつ
いての検討：家庭での夕食時の会話において
過去の感情経験についての内容を含む、感情
（ポジティブ・ネガティブ感情）会話におい
てどのような内容が語られ、そこでのやりと
りが家族メンバーの違いによりどのように
異なるかに着目し、幼児・児童期の 3人きょ
うだいを含む 1家族の夕食場面の 4年間の縦
断観察データの会話内容をプロトコル化し
たデータに基づき分析を行った。このうち、
母子間については 4年間のデータ、父母子間
及び、夕食のみ共にする機会が増えた別棟に
住む祖母を含む3世代の会話については観察
後半の 2年間のデータに基づくものであり、
それら 3セッション間の比較は後半の 2年の
データに基づいて行った。4年間のきょうだ
いの年齢段階は長男（小 3～小 6）、長女（小
2～小 5）、次男（年中～小 2）であった。 
  
(2)幼児の仲間遊びにおける感情言及を含む
やりとりについての検討：園での自由な仲間
遊びにおいて、自他の感情への言及を含むや
りとりがどのような文脈でなされているか
に着目し、分析を行った。首都近郊の大学附
属幼稚園において、3歳児・4歳児・5歳児ク
ラスの園児を対象とし 2011 年度～2014 年度
を通して観察を行った（観察は 2011 年以前
から開始し、現在も継続中）。1カ月に約2回、
朝の自由遊び時間（約 2時間）における室内
および、屋外（一部の遊具等を中心とする）
において、幼児の仲間同士のやりとりの参与
観察を行った。記録は筆記記録を用い補助的
に音声録音を行った。一組ごとの観察時間は
15 分間を目安とし、1回の観察において、男
女や各観察場所の観察時間がなるべくほぼ
均等になるようにした。観察終了後、それぞ
れのデータのプロトコルを作成し、園での自
他の感情についての言及が含まれた仲間遊
びの文脈やそれらの遊びでのやりとり（絵本
を介したやりとりを含む）の内容について検
討した。 



(3) 学童期の仲間間の感情言及を含むやり
とりについての検討：児童が葛藤状況におい
てネガティブ感情を含む意見をどのように
表明し、効果的な解決に向けたやりとりを行
っているかに着目し、分析を行った。 
①高学年学級（6 年）でのやりとり：特別活
動時において数回の話し合いを経た上で設
けられた、葛藤を含むテーマ「休み時間にお
い女児グループがアイドルグループの音楽
をかけて踊ることの是非と今後の対応」に関
する話し合い（40 分間）でのやりとりについ
て分析を行った。 
②2 年・5 年の特別活動授業時における話し
合いでのやりとり：話し合いのテーマは「み
んなで遊ぼう」（2 年生）、「1 年生と遊ぼう」
（5年生））であった。それぞれの学級で数回
の遊びと話し合いを経た後に行われた、少人
数の話し合い（2 年生はペア；5 年生は 4 名
のグループ）で、特にやりとりが円滑に進ま
ず、グループ児童に対する事後調査でも話し
合いでのコミュニケーションに対する自
己・他者評価のずれが大きかった 2 年・5 年
の各 1グループのやりとりを葛藤状況が生じ
じたやりとりと捉え、事例的検討を行った。 
 
４．研究成果 
(1)家族間の感情会話の多様性 
①母子間と父母子間の感情会話の違い 
家族間の感情会話のうち、重要な議論がな
されやすいことが指摘される、ネガティブ感
情（以下、ネガ感情とする）についての会話
では，ポジティブ感情（以下、ポジ感情とす
る）についての会話と比べて，時期やセッシ
ョン（母子間・父母子間）を通じて，感情の
語彙の種類が多く，より多様な表現がなされ
ているといえた。一方，母子間・父母子間の
感情会話を比較した結果，感情に関する説明
に関し、母子間では「感情（と他の心的状態
と）のつながり」はネガ感情言及時に多く述
べられ、父子間では、ポジ感情言及時に多く
述べられているといえた。また、ポジ・ネガ
感情の時制については、時期を通じて、ポジ
感情は母子間では未来の発話で語られる傾
向が大きいが、父母子間では小さい傾向があ
るといえた。他方で、ネガ感情は母子間では
過去の発話で語られる傾向が大きいが、父母
子間では現在の発話で語られる傾向が大き
いといえた。さらに、ポジ・ネガ感情が語ら
れたプラグマティック文脈に関し，父母子間
では食事の好みやマナーなど食事に関わる
会話文脈（〈食事・好み〉・〈食事・指示〉）で
話される傾向が大きかったが，母子間では，
自他の回想や人の内的状態に関わる会話文
脈（〈コメント〉）で話される傾向が大きいと
いえた。 
こうした結果は、異なる関係を含む日常的
な家族の会話が、過去の経験だけでなく、未
来や現在の感情を含む、より多様なポジ・ネ
ガ感情や、そうした感情の因果性の理解を支
える機会となり得ること、また、日常的な話

者メンバーの違いにより，プラグマティック
な文脈の違いが生まれ，自他の経験の回想や
人の内的状態等に関わる会話だけでなく，目
の前の食事の好み等に関する会話をも通じ
て，感情理解に重要な会話がなされているこ
とが示唆される点で極めて重要と考えられ
た。一方、特に母子間では、父母子間と比べ
て、ネガ感情が過去についての会話文脈で話
される傾向や、他の心的状態とのつながりに
ついても述べられやすい傾向が窺えた。これ
については、母子間ではネガ感情が、自他の
回想や人の内的状態に関わる会話文脈にお
いて、述べられる傾向にあったこととも重な
る結果であり、対象家族の平日を中心とする
母子間では父母子間と比べて、感情理解にお
いて重要とされるネガ感情経験についての
会話がより緊密になされていることが推察
されるものといえた。この点は、先行研究
（Jenkins et al. 2003,等)の報告ともほぼ
合致する結果であり、今後、多数のデータを
踏まえる必要はあるものの、子どもの年齢段
階や会話場面の違いにもかかわらず，母子間
の感情会話において，本研究の結果と欧米の
知見に同様の傾向がみられる可能性を示唆
するものとして重要な結果と考えられた。 
 
②3世代（母子間・父母子間・祖母・母子間）
の感情会話の多様性 
家族間のポジ・ネガ感情が語られたプラグ
マティック文脈は，セッション間（母子間、
父母子間、祖母・母子間）で違いがみられた。
〈食事・好み〉文脈では、母子間においてよ
りネガ感情が語られ、祖母・母子間において、
よりポジ感情が語られている傾向が窺えた。
〈けんか・調整〉文脈では、母子間・父母子
間においてよりネガ感情が語られ、祖母・母
子間においてよりポジ感情が語られている
傾向が窺えた。〈楽しさ・ユーモア〉文脈で
は祖母・母子間においてよりポジ感情が語ら
れ、またネガ感情言及はより少ない傾向が窺
えた。〈情報・知識〉文脈では、父母子間で
よりネガ感情が語られ、祖母・母子間ではよ
りポジ感情が語られている傾向が窺えた。こ
うした結果からは、特に、祖母・母子間とい
う 3世代の会話では、多様な文脈でポジ感情
に関わる側面が強調される傾向があること
が窺われるものであり、3 世代の感情会話の
一特徴を示唆する結果として重要な結果と
考えられた。 
一方で、3セッション間の比較の結果から、
母子間では、過去の経験や出来事への言及と
も大きく関わる〈コメント〉文脈でネガ感情
が話される傾向が他のセッションと比べて
大きいことが窺えた。これは上記①の結果も
含め、母子間では他の家族メンバー間と比べ
て、より感情理解において重要とされるやり
とりがなされていることが推察される結果
ともいえ、重要と考えられた。 
 
(2)幼児の仲間間における感情言及を含むや



りとりの文脈の変化： 
①3歳児クラスの 1年間の変化 
3 歳児クラスでは、入園間もない 1学期（4
－6 月）では、仲間遊びにおける感情言及が
〈ふりの共有〉、〈遊び（ふり以外）の共有〉
文脈のみであり、設定や提案に関わる文脈で
の言及はみられなかった。一方、園生活にも
馴染んできた時期と考えられる 1学期（6－7
月）以降では、同言及が、それらの設定・提
案に関わる文脈（〈ふりの設定・提案〉、〈遊
び（ふり以外）の設定・提案〉）や目の前の
遊びに関わりない文脈（〈自他の感情の叙
述〉）を含む仲間遊びに関わる多様な文脈で
みられるようになった。さらに、3学期では、
1，2 学期と比べて、ふり以外の遊びよりも、
ふり遊びに関わる文脈（〈ふりの共有〉、〈ふ
りの設定・提案〉）および、目の前の遊びと
は直接関わらない文脈（〈自他の感情の叙
述〉）が仲間遊びの中での感情言及の場とし
て重要な意味をもってくることが示唆され
た。また、〈自他の感情の叙述〉文脈におけ
る感情言及については 2学期までは、咳をし
た友人への声掛け（「大丈夫？」）や、遊びの
開始の確認（「大丈夫？」）のようなその場に
関わる言及に限られていたが、3 学期では、
「ママが買ってくれたんだよ。かわいいハー
ト（名札を友達に見せながら）」や「今日の
お弁当楽しみだなー」といった、過去の経験
（岩田、2012）や未来の出来事に関わる感情
言及を含むやりとりもみられるようになっ
た。こうしたことから、〈自他の感情の叙述〉
文脈におけるやりとりについても3学期にお
いてより多様になっていくことが示唆され
る点でも興味深い結果といえた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１．3 児クラスにおける自他の感情への言及が
みられた仲間遊び文脈の 1年間の変化 
(カッコ内は言及数) 
 
②4 歳児クラスの 1年間の変化 
4 歳児クラスでは、1学期では〈自他の感情
の叙述〉文脈及び〈ふりの共有〉文脈での言
及割合が高かったが（順に 35%、26%）、特に
2，3 学期において、〈ふりの設定・提案〉文
脈が占める割合が最も多くなった（順に、50%、
58%）。すなわち、4 歳児クラスでは、特に 2
学期以降、ふり遊びの設定や提案などが感情
言及の場として非常に重要になってくるこ
とが示唆された。特にふり遊び文脈について
は、自他の感情が語られる文脈として、これ

まで大きな焦点が当てられてきており
（Hughes & Dunn,1997,等）、上述した、3 歳
児クラスの3学期ごろからそうした遊びの共
有場面で、また、4 歳児クラスの 2 学期ごろ
からはその設定に関わる場面でそうしたや
りとりが本格化することが示唆されたこと
は重要な結果と考えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2．4児クラスにおける自他の感情への言及がみ
られた仲間遊び文脈の 1年間の変化 
(カッコ内は言及数) 
 
③5 歳児クラスの 1年間の変化 
5 歳児クラスでは、1学期では、〈ふりの共
有〉、3学期では〈遊び（ふり以外）の共有〉
が最も多い 35％前後を占め、いずれも遊びが
共有された状況での感情言及の高さが窺え
た。一方、1～3 学期を通じて、〈遊び（ふり
以外）の設定・提案〉が 30%前後を占め、特
に、就学直前にあたる 3学期では、〈遊び（ふ
り以外）の共有〉も含めた、ふり以外の遊び
に関わる文脈での感情言及が 60％以上を占
めた。他方で、上述した 4歳児クラスの 2，3
学期にかけて高い割合(50～58％）を占める
ことがみられた〈ふりの設定・提案〉は、5
歳児クラスの結果においては、いずれの時期
も最も割合が少なく（4～13％）、〈ふりの共
有〉も 2学期以降は、0～15%に留まった。こ
うした結果は、学童期移行期といえる 3学期
前後において、感情言及がなされる遊びの場
がよりふりを伴わない現実場面でのやりと
りになっていく可能性を示唆する結果とし
て興味深いものといえた。 
さらに、〈自他の感情の叙述〉については、
1～3学期を通じてみられ、特に 2学期では約
55％を占めた。これについては、行事等の関
係で、2学期の遊びに関わる状況が 1，3学期
とは異なっていた可能性も考えられる。他方
で、1 年間を通じて同文脈で感情言及がなさ
れていたことは、仲間同士での目の前の遊び
とは関わらない『おしゃべり』の文脈で一定
の感情言及を含むやりとりが行われている
ことを示している。上述の通り、3 歳児クラ
スの 2、3学期及び、4歳児クラスの全学期を
通じて、同文脈での感情言及が一定の割合
（約 10～30％）を占めることがみられており、
同文脈が幼児の仲間間の感情言及において
重要であることを示唆する結果として非常
に重要と考えられた。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3．5児クラスにおける自他の感情への言及がみ
られた仲間遊び文脈の 1年間の変化 
(カッコ内は言及数) 
 
(3) 学童期の葛藤状況での仲間間のネガテ
ィブな感情を含むやりとり： 
①6 年生学級での葛藤状況での話し合いでな
された意見表明 
話し合いにおける、ほぼすべての意見は当
事者グループや級友に何等かの配慮を示し、
自身のネガティブ感情や、葛藤を伴う意見を
丁寧に述べようとしたものであった。特に今
後にむけた調整的なやりとりが中心となっ
た話し合いの中間部では、相手への受容（A）
を示した形や、個人的な思いに留めた形（C）
での意見表明に加えて、周りへの配慮が求め
られるものとして（D）、また、今後につなが
る具体的な提案として（E）、意見表明がなさ
れることが一貫してみられた。これらの結果
は、こうした葛藤状況の調整においてそれら
の意見表明のあり方が極めて効果的である
ことや、高学年児童がそうした発言を用いて
自己や当事者グループ、級友のネガティブ感
情をふまえ、自主的に効果的な対処に結びつ
けていくことが可能になってきていること
を示唆するものとして、感情発達の観点から
も重要であると考えられた。 
表１．当事者グループに対する意見表明のあり方 

 
②授業時における 5 年生グループ・2 年生ペ
アの葛藤状況でのやりとり 
いずれの事例も、児童間で意見の相違や対
立がみられる中のやりとりであった。2 年生
ペアの話し合いでは、一方の児童のやや強引
な発言（「島はおれが決める」等）に対し、
最終的には相手への批判となり、話し合いの
継続は困難となった。しかしながらそうした
葛藤状況で、問題を投げかけたり（「ここだ
とみんなのじゃまにならない？」）、相手への
譲歩（「はいはい、ちゃんと決めてね」）等、
相互間の葛藤を含んだやりとりを調整する
ような発言もみられた。一方、話し合いの内
容に関しては、2 年・5 年を通じ、一方の児

童の主張する内容に対し、「より良く遊ぶ」
上での、周りや第三者への配慮を含む意見が
調整的に述べられる様子が窺われた。5 年生
では特にそうした意見表明を明示的に行い
ながら、葛藤を伴う話し合いが合意的に展開
していく様相がみられ、上記①の 6年生の検
討とも一部重なるところであった。こうした
点については今後も検討が必要となるが、高
学年期にかけての話し合いでのやりとりの
一特徴が示唆される結果として重要と考え
られた。 
 
(4)総括と今後の展望 
①総括：本研究の意義として、これまで焦点
的な検討の少なかった、子どもの他者理解が
大きく変化する幼児期から児童期にかけて
の時期の、家庭・学校・園といった社会的な
場面における子どもの感情言及を幅広く収
集し、今後につながる基礎的な分析に着手す
ることができたことが挙げられる。 
家庭の感情会話の分析では、日常的な家族
メンバーの在席状況の違いにより、感情会話
に多様性が生まれることが示された。これら
の会話は対象となった家族の関係に大きく
依存したものといえるが、母子間では他者理
解に重要とされるネガティブな面が強調さ
れること、さらに、3 世代の会話では、ポジ
ティブな面がより協調される等、核家族間の
会話とは異なる特徴がみられることが示唆
されたことは重要といえる。今後は、こうし
た 3世代間をも含めた、ポジ・ネガ感情に関
わるやりとりの内容をさらに質的に分析す
ることと、さらに数多くの家族を対象とした
データ分析が必要となる。 
園での仲間遊びにおける感情言及の分析
では、3 歳児クラスの終わりから 4 歳児クラ
スではこれまで他者理解との関係が指摘さ
れてきた『ふり遊び』に関わる文脈が、感情
が語られる文脈として重要となってくるこ
とが推察された。一方で、5 歳児クラスでは
ふり以外の遊び等、『現実場面』でのやりと
りが感情言及がなされる場として重要とな
ることが窺われた。これらは、『ふり遊び』
以外の仲間遊びにおいても、感情が豊富に語
られている可能性や、感情が語られやすい文
脈が年齢段階によって変化していく可能性、
さらに5歳児ではふりの世界を経ずに自他の
感情に関わるやりとりがより可能となる可
能性等が示唆される結果として極めて重要
といえる。今後は、これらの点についてさら
に検証を行い、それぞれのやりとりや感情言
及の内容についてより詳細に分析していく
ことが望まれる。現在、絵本読み場面を含む
仲間同士のやりとりについて分析に着手し
たところである。多様なキャラクターや人物
の感情言及を含んだ幼児間のやりとりにつ
いて、今後さらに詳細な分析を行う予定であ
る。 

A「相手への受容」：「ラジカセを使うのは楽しくていいと思います。だけどあくまで学校
は勉強するところだからほどほどにした方がいいと思います。

B「婉曲な表現」：「踊らないで（中略）といっているのではなく、曲がガンガンかかっ
ていてなんかちょっと嫌なムードです」
C「個人的な思い」：「自分たちの趣味だからって変えないのは僕はどうかと思う」
D「周りへの配慮」：趣味と学校とをわきまえてもらわないと、他の踊っていない人に
も支障があるのではないかと思います
E「具体的な提案」：教室全体を巻きこむのではなく、一部の空間でいいのではない
でしょうか



 学校場面での葛藤状況での児童の話し合
いの分析では、高学年児童が、ネガ感情を含
む意見を調整的に述べながらやりとりを行
い、話し合いを終結させていく様子が窺えた。
ネガ感情を含む自他の複雑な感情理解やそ
うした感情表出がより洗練されてくるとさ
れる高学年期児童において、クラスやグルー
プ間の話し合いの場でもそうしたやりとり
が可能となることが示唆されたことは極め
て興味深いことといえる。一方で、2 年生児
童では、その過渡期にあることが窺えた。今
後は低学年期や、ネガ感情経験への対処及び
2 次的信念の理解が深まる中学年期前後の変
化をより視野に入れ、学童期全般の発達過程
についてより綿密に検討を行う必要がある。 
②今後の展望：今後は本研究結果をベースと
しながら、幼児期から児童期中期にかけての
他者理解の発達プロセスについて、感情会話
とコミュニケーションの観点から、さらに発
展的に検討を行う予定である。  
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